
町田市未来都市研究2050

活動報告（ワークショップ）



ワークショップの実施

2

市役所の各部署から集まった若手職員を中心に、町田市がやる
べきこととやってはいけないことを議論するワークショップを
実施。町田市未来シナリオを念頭に、対応方針とロードマップ
を検討した。

第1回 2021年 7月19日（月）13:30-17:00
第2回 2021年10月27日（水）13:30-17:00
第3回 2021年11月17日（水）13:30-17:00



ワークショップ参加者
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グループ 部署

A

【P】企画政策課(未来づくり担当)

【E】産業政策課(総務担当)
【S】市民協働推進課(協働担当)→現：保健予防課
【T】道路管理課
【新規】子ども家庭支援センター

B

【P】経営改革室

【E】環境政策課(政策係)
【S】住宅課→現：障がい福祉課
【T】情報システム課(基盤系システム担当)
【新規】議会事務局(調査法制係)

C

【P】教育総務課(総務係)

【E】農業振興課
【S】文化振興課
【T】都市政策課(都市計画係)
【新規】児童青少年課(学童保育係)

＊東京都市大学＆町田市未来づくり研究所は各グループに各2名ずつ所属



第1回ワークショップ
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2050年に向けた企業・大学における技術シーズを参考
にしながら、青空・曇天シナリオ実現および、長雨・
豪雨シナリオ回避に向け、何をすべきか（何をしては
いけないか）を議論。



第1回ワークショップ テーマ①

青空
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曇天

実現に向けて
やるべきことを

下記9の領域別に案をリストアップ

「①子育て・福祉」
「②教育・生涯学習」
「③産業振興」
「④スポーツ・文化振興」
「⑤市民協働」
「⑥環境」
「⑦都市づくり」
「⑧防災・安全」
「⑨行政経営・マネジメント」

実現に向けて
やってはいけないことを

下記9の領域別にリストアップ

「①子育て・福祉」
「②教育・生涯学習」
「③産業振興」
「④スポーツ・文化振興」
「⑤市民協働」
「⑥環境」
「⑦都市づくり」
「⑧防災・安全」
「⑨行政経営・マネジメント」

青空・曇天シナリオをいかに実現するか？



第1回ワークショップ テーマ②

長雨

豪雨

回避に向けて
やるべきことを

下記9の領域別にリストアップ

「①子育て・福祉」
「②教育・生涯学習」
「③産業振興」
「④スポーツ・文化振興」
「⑤市民協働」
「⑥環境」
「⑦都市づくり」
「⑧防災・安全」
「⑨行政経営・マネジメント」

回避に向けて
やってはいけないことを

下記9の領域別にリストアップ

「①子育て・福祉」
「②教育・生涯学習」
「③産業振興」
「④スポーツ・文化振興」
「⑤市民協働」
「⑥環境」
「⑦都市づくり」
「⑧防災・安全」
「⑨行政経営・マネジメント」

長雨・豪雨シナリオをいかに回避するか？
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第2回ワークショップ
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2050年「青空」未来シナリオを念頭に、町田市を取
り 巻くステークホルダーの共通目的（パーパス）と役
割を 考え、施策のインパクトとコストを検討するワー
クショ ップを実施。



第２回ワークショップ
Purpose グループセッション
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8*特定の事業やプロジェクトにおけるステークホルダーとその役割、個々 の目的、そして共通目的を表す、共創を可視化するフレームワーク



第２回ワークショップ
インパクトxコスト グループセッション

•各ステークホルダーの目的達成を検討した施策について、それ
ぞれインパクト（効果）とコスト（費用）を分析する。
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第3回ワークショップ
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第2回WSで検討した町田市を取り巻くステークホルダ
ー の共通目的（パーパス）と役割を考え、施策のインパ
ク トとコストを踏まえて、それぞれのKGI、 KPIの検
討を 行い、どのタイミングで施策を行うべきかのロー
ドマッ プを検討するワークショップを実施。



KGI・KPI グループセッション

11

共通目
的

Step1
共通目的達成の指標となるKGI

は何か？を設定する
（出来れば一つ）

Step2
KGIの向上を目指す上で指標となる

KPI（中間目標）は何か？を複数設定する

Step3
KPIの向上を目指す上で必要な対応方策は何か
？ 前回の各チームの検討結果を踏まえて抽出



対応方針ロードマップ セッション
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2021 2050

KDF1:E-Government + AIによる
スマートシティ化

2030

KDF2:行政区域を超えた公共サービス
自由化への対応

2040

①－１

②－３

各対応方針に関する取り組みは

・いつから始めて
・いつ成果を出すことができるか？

を矢印でプロットする



グループA
KGI・KPI グループセッション
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KGI

KPI

幸福度指数

Machidaでの交流を通じて登録者を増やし幸福を増進させたい

1．経済 2. 交流 3.教育

4 .安心・安全 5 .心身の健康

6.先進性 7.寛容性

の満足度



グループA
対応方針ロードマップ セッション
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コスト
（費用＆時間）

２０２１ ２０５０

KDF2:行政区域を超えた公共サービス自由化への対応

２０４０

①－１

②－４

⑤－３

⑥－１

⑧－２

⑧－３

②－５

③－３

⑦－４

③－１

②－２

2050

2025

2030

2030

2030

2030

2035

2035

2050

2050

2050

2050

2040

KDF1:E-Government + AIによるスマートシティ化

２０３０

低所得者支援

教育のあり方

⑨－１０ 行政サービスのデジタル化
2025

アバター活用のプラットフォーム構築

環境保護

市民協働によるレジリエントな街づくり

グリーンインフラによる防災

世界最先端とつながる教育コンテンツの提供

高付加価値な産業への支援

自動運転を活用した次世代交通システム
2025

2期宇宙ビジネス等の誘致 １期

ダイバーシティ

⑨－１５ ジェンダー/ セクシュアリティ/ 外国人の視点取り入れ、インクルーシブな自治体

⑨－１８ Civic Pride・愛着のあるMachidaへ



グループB
KGI・KPI グループセッション
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KGI
・ランキングでNO.1を目指す
・金銭面での上昇
（地価、企業・住民税、

行政サービス）

KPI
・満足度・自己実現度が高い
・各分野でNO.1を取る
・企業数、利用者数を増やす

ナンバーワンになれるまち Machida



グループB
対応方針ロードマップ セッション
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２０２１ ２０５０２０４０

KDF1:E-Government + AIによる
スマートシティ化

２０３０

KDF2:行政区域を超えた公共サービス
自由化への対応

施設再編

２－５、２－６
・オンラインサロン
（全世代に向けた）
・同時翻訳

２０３５

４－１、９－１６
姉妹サロン

４－１
人気者育成・誕生
（オンライン上のアイドル・タレント・ヒーロー）

５－３
企業のオンラインの基盤づくり

５－３
企業オンライン移行完了

９－１８
オンラインCivic
Pride

２０４５

９－１７
Internal Branding
Machida

①－１
低所得者支援

３－５、５－３
基盤整備

７－１
シンボリックな場所
バーチャル＆リアル



グループC
KGI・KPI グループセッション
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①登録
者数

②サービ
ス提供
件数（市
内外企
業・人）

③仲介
件数

④
Monthly 

やりとり
Machida 

満足度

⑤
Machida 

プラット
フォーム
を通じた
売上高

異文化交流による新たな価値の創造と提供・享受のハブ

KGI
月1回Machidaを使った人の数
（Monthly Active User)

Machida利用者/世界人口

KPI



グループC
対応方針ロードマップ セッション
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②-1
④-1
⑨-1 1

KDF1:E-Government + AIによるスマートシティ化 KDF2:行政区域を超えた公共サービス自由化への対応

２０２20１22 2 0 2 3 2 0 2 5 ２０３０(Cyber a n d Physical Machida  Launch) ２０４０ ２０５０

⑨-18

①-1
⑦-1
⑧-1
⑨-2
⑨-3
⑨-1 4
⑨-1 5

②-2
⑨-4
⑨-7
⑨-
1 6

⑦-4

③-1
③-3
⑨-1 3

②-1デジタルxリアルの効果的な教育の推進（中等、リカレント）、④-1プロスポーツチームや選手、アーティスト、タレントなどシンボリックな存在の育成
⑨-11公共施設再編計画など事業仕分けの着実な推進（公共施設や事業の適正化を主眼においた合理的な再編計画の実行と推進）、⑨-18Civic Pride : まちとしてのアイ
デンティティを与え、愛着ある町田へ

①-1低所得者支援、⑦-1シンボリックな求心力を持つ場の創造、⑧-1空き家活用、⑨-2ハード（施設）整備に依存した行政サービスからの脱却、⑨-3申請主
義か らの脱却、⑨-14既成の法律の枠内に縛られた前例踏襲や思考停止から脱した政策立案 →時代に応じた規制緩和の推進、⑨-15ジェンダー/セクシュアリティ
/外 国人の視点を取り入れ、インクルーシブな自治体としての取り組みの推進

②-2ダイバーシティ、⑨-4縦割り行政からの脱却（現在の部局制、意思決定構造の見直しなど）⑨-7公開モニタリングなど政策決定プ
ロセスの透明化とEBPM（エビデンスに基づく政策立案と実行・管理）の導入、⑨-1 6姉妹都市提携など、物理的な町田市の「飛び地」

③-1宇宙ビジネス等先進産業の誘致、③-3高付加価値な産業への支援
⑨-1 3出来ない人の支援だけなく、やる気のある市民・企業を引き上げる行政サービス

の創造
⑦-4自動運転を活用した次世代交通システム

②-4
⑤-3
⑦-3
⑦-7
⑧-2
⑨-5

②-4教師/保護者/生徒児童以外の第三者も関わる教育のあり方の推進、⑤-3アバター活用など行政アプリなどのプラットフォーム上で人と人が
繋がりやすくなる仕組みづくり、⑦-3空き家活用、⑦-7土地・建物の有限一時利用の推進、⑧-2市民協働によるレジリエントな街づくり、⑨-5
行政だけで抱え込まない（税収にのみ依存しない）民間活用による「稼ぐ自治体」への転換


